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腎細胞癌 と腎孟移行上皮癌の同側同時性重複癌の2例
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SYNCHRONOUS　 IPSILATERAL　 RENAL　 CELL　 CARCINOMA　 AND

　 TRANSITIONAL　 CELL　 CARCINOMA:REPORT　 OF　 2　CASES
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　 　 Two　 cases　 of　synchronous　 ipsilateral　 renal　 cell　 carcinoma　 and　 renal　 pelvic　 transitional　 cell

carcinoma　 are　prcsentcd,　 one　 in　a　70-ycar-old　 man　 and　 another　 in　a　54-year-old　 man.　 Thcse　 two　 cases

were　 diagnosed　 preoperatively　 as　synchronous　 ipsilatcral　 rcnal　 tumor　 and　 pelvic　 tumor　 from　 urine

cytology,　 retrograde　 pyelography,　 computed　 tomography　 and　 magnetic　 rcsonancc　 imaging,　 and　 in

both　 two　 cases,　 nephroureterectomy　 was　 perf()rmed.　 Pathological　 diagnosis　 was　 renal　 cell　carcinoma

and　 renal　 pelvic　 transitional　 cell　carcinoma,　 which　 existed　 incidentally　 in　thc　same　 kidney.　 To　 our

knowledge,　 these　 cases　 are　 the　 34th　 and　 35th　 reported　 cases　 of　synchronous　 ipsilateral　 renal　 cell

carcinoma　 and　 renal　 pelvic　 transitional　 cell　carcinoma　 in　Japan.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Hinyokika　 Kiyo　 52:23-26,2006)

Key　 words:Ipsilateral　 kidney,　 Renal　 cell　carcinoma,　 Pelvic　 transitional　 ccll　carcinoma,　 Doublc

　 　 　 　 　 　 cancer

緒 言

　重複悪性腫瘍については,近 年の画像診断の進歩に

伴い,臨 床報告例が増加 している.し か し,同 一系臓

器,特 に同一臓器に同時に異なる悪性腫瘍が発生する

例はきわめて稀である,今 回われわれは,腎 細胞癌 と

腎孟移行上皮癌の同側性,同 時性重複癌の2例 を経験

したので,若 干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

　患者1:70歳,男 性

　主訴:顕 微鏡的血尿

　既往歴:虫 垂炎,前 立腺肥大症,膀 胱結石

　家族歴:特 記すべ きことなし

　現病歴:2001年1月,膀 胱結石術後にて他院通院中

に顕微鏡的血尿 を認めたため提出された尿細胞診が

class　IVで あった.精 査のため当科を紹介され受診 し

た.

　現症　検査所見:身 体所見,血 液検査では特に異常

はなく検尿沈渣では尿潜血が3+で あった.

　画像所見:腹 部CTに て右腎下極に径2cmの 腫瘤

を認め,内 部は不均一に造影されていた(Fig.　IA).

逆行性腎孟造影では右腎孟に陰影欠損を認めた(Fig.

lB).ま たその時の右腎孟尿細胞診はclass　IVで あっ

た.画 像上 は他臓器 に腫瘍 を認 めなかった.

　 以上 より右 腎腫瘍,右 腎孟腫瘍 の診 断の もと,2001

年2月14日,右 腎尿管摘 除術 を施行 した.

　 摘 出標本:右 腎孟 に乳頭状 の腫瘍 を認 め,右 腎下極

に黄色調 で内部壊死 を伴 う腫瘍 を認 めた(Fig.2).

　 病 理 組 織 所 見:腎 腫 瘍 は,renal　 cell　carcinoma,

clear　cell　subtype,　 G2,　 INFa,　 pTlaで あ っ た.腎 孟

腫瘍 は,transitional　 cell　carcinoma,　 G2,　 pTaで あ っ

た.術 後4年4カ 月 を経過 した現在,局 所,膀 胱 内再

発 は認 めていない

　患者2:54歳,男 性

　主訴:特 にな し

　既往歴　家族歴:特 記 すべ きことな し

　現病歴:2004年8月14日,検 診での腹 部エ コー にて

左 腎外側 に径2cm,左 腎 孟 に径4cmの 腫瘤 を認め,

精 査加療 目的 にて同年8月17日,当 科紹介受診 となっ

た.

　 現症 ・検査所 見:身 体所 見,血 液検査で は特 に異常

はな く,検 尿沈渣 では潜血が1+で あ り,尿 細胞 診で

は 自排尿がclass　 III,左 腎 孟尿 がclass　Vで あ った.

膀 胱鏡 では特 に異常所見 は認め なか った.

　 画像所 見:腹 部MRIで は左 腎外側後方 に径2×2.5

cmの 腫 瘤 を認 め,内 部 は不均一 で外方 に突 出 してい

た(Fig.3A).左 腎 孟 に は径4×3.5cmの 腫 瘤 を認 め
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た(Fig.3B).逆 行性腎孟造影においては左腎孟に不

整な陰影欠損を認めた(Fig。3c).画 像所見上,他 臓

器に腫瘍は認めなかった.

　以上 より左腎腫瘍,左 腎孟腫瘍の診断のもと,2004

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'.1雲

F圭g.2.　 Gross　 view　 of　 the　 surgical　 specimen.
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　 Fig。4.　 Gross　 view　 of　 the　 surgical　 specimen.　 　 　 　 　
There　 is　pelvic　tumor(arrows).

年9月14日,左 腎尿管摘 除術 を施行 した.

　 摘出標本:左 腎孟 に白色乳頭状 の腫瘍 をみ とめ,図

にはないが左腎外側 に も黄色調 で内部 に一部壊死 を認

め る腫瘍 を認めた(Fig.4).

　 病 理 組 織 所 見:腎 腫 瘍 は,renal　 cell　carcinoma,
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Fig・3・A:MRI　 revealcd　 a　renal　 mass　 at　thc　 le丘kidney(arrows).　 B:MRI　 revealed　 a　renal　 pelvic　 mass　 at　 the

　 　 　 　 left　kidney(arrows).　 C:Retrograde　 pyelography.　 Arrows　 showed　 the　 fill三ng　defect　 of　renal　 pelvis.
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clear　cell　subtype,　 G2,　 INF■,　 pTlaで あ っ た.腎 孟

腫 瘍 は,transitional　 cell　carcinoma,　 G2,　 pTlで あ っ

た.術 後9カ 月 を 経 過 し た 現 在,局 所,膀 胱 内 再 発 は

認 め て い な い.

考 察

　重複癌の定義はWarrenとGatcsに よって,① 各腫

瘍が一定の悪性度 を呈すること,② おのおの別個の腫

瘍が離れて存在すること,③1つ の腫瘍が他の腫瘍の

転移でないこと,と されている1)た だ,こ の定義の

場合は多中心性 をみる腫瘍や両側性臓器に両側発生し

た場合も重複癌になってしまうため最近ではおのおの

の腫瘍が別の癌腫であるということもあわせて言われ

ている.泌 尿生殖器系悪性腫瘍に併発する重複癌の頻

度は4.4・-13.3%と 報告されている2)

　 同一系臓器,さ らには同一臓器に異なる悪性腫瘍が

発生することはきわめて稀である。本邦で報告 されて

いる腎細胞癌と腎孟移行上皮癌の同側同時性重複癌は

33例のみである.初 期の報告例は詳細不明なので省略

し,1964年 の石沢らの報告例からの28例 に自験例2例

を含めた30例 についてまとめた3～25)年 齢 は53～86

歳,平 均70歳 であり,男 女比は5:1で 男性 に多 く,

患側は19:llで 左側に多い,同 一側の腎と腎孟重複癌

の,発 生機構あるいはその背景因子に関しては現在の

ところ不明である.

　 さて,重 複癌の正確な術前診断がなされているのは

30例 中8例 にしかす ぎない.腎 細胞癌 と腎孟移行上皮

癌が明らかに離れて存在する場合には診断は困難では

ないが,す でに過去の報告例にもあるように腫瘍同士

が近接 している場合や一方の腫瘍が微小な場合には,

治療前診断の困難 さが指摘 されている.

　 また,腎 細胞癌 と腎孟腫瘍 とでは術前診断の誤 りが

手術治療の誤 りに直結する,術 前腎孟腫瘍 と診断され

た場合,術 式 としては腎尿管摘除術を選択するため,

摘除 した腎に腎腫瘍が認め られてもさほど問題にはな

らないと考えられる.一 方,逆 の場合,つ まり腎腫瘍

と診断された場合は腫瘍 の部位,大 きさにより腎摘

除,腎 部分切除,腫 瘍核 出が選択 され うる.腎 摘除

後,病 理診断にて腎孟腫瘍の重複があった場合,腎 孟

腫瘍そのものは摘除される,が 残存 した尿管での再発

が問題 となって くるであろう.一 方,腫 瘍核出または

部分切除を施行 した場合はまさに腎孟腫瘍をそのまま

放置することになり,後 日困難な再手術が必要 とされ

ることのほか,核 出術あるいは部分切除術の術中に尿

路が開けば癌細胞を播種する危険 もある.報 告例では

術前腎腫瘍と診断されたものが30例 中9例 あり,う ち

6例 に腎摘除,1例 には腎部分切除が施行 されてい

る.

　自験例では,2例 とも腎腫瘍は小 さいため通常なら

核出術を行っているところである.症 例2の ように腎

孟腫瘍が大きければ容易に診断できるが,症 例1は 顕

微鏡的血尿精査のために提出した尿細胞診がclass　IV

であったために,そ のつもりで精査 し小 さな腎孟腫瘍

の合併と診断 しえたが.通 常の腎腫瘍の術前検査では

診断できなかった可能性が高い.腎 孟腫瘍合併の可能

性は低いが,腎 腫瘍と診断されても念のために尿細胞

診を行ってお くべきである.

結 語

　腎細胞癌と腎孟移行上皮癌の同側同時性重複癌の2

例について,若 干の文献的考察を加 えて報告 した.
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